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質 問 者 発 言 事 項 要 旨 答 弁 者 

１ 

真南風会 

宮城 尚子 

議 員 

１.まちづく

り・ひとづく

り 

第２次南城市総合計画に関連し、以下伺う。 

（１）本市におけるさまざまな個別の計画は、市民・職員に対

し、体系的にわかりやすく可視化されているか 

（２）計画・実施において、コンサルティングやアドバイザー

を活用した件数および導入による成果と課題について 

（３）基本計画における「行財政改革」では「職員の意識改革

と人材育成」が掲げられ、平成20年には『南城市人材育成

基本方針』を策定、平成28年改訂が行われている。方針の

中では、〝人事制度・職員研修・職場環境〟の３つの視点か

ら人材育成が示されているが、以下伺う 

① それぞれの具体的取り組みと成果 

② 現時点での課題 

③ 総務省では令和５年３月に『地方公共団体における人

材マネジメント推進のためのガイドブック』を発行してい

る。これらに掲載のある効果的な取組み等踏まえた今後の

方向性・人材育成計画について 

市 長 

２.人権・平

和・主権者教

育のための博

物館整備につ

いて 

（１）南城市歴史文化発信拠点整備事業の進捗について 

（２）本市で計画されている南城市歴史文化発信拠点のコン

セプトは『琉球の「はじまり」と「祈り」の地・南城／地域

とつながる歴史文化発信拠点』である。〝みるくゆがふ〟と

いううちなーぐちに象徴されるように、琉球の祈りの原点

は〝平和で豊かな世の中〟そのものであり、安寧と繁栄と

豊穣の祈りやそれにまつわるさまざまな伝統文化が今に伝

わる。 

一方で、昨今の平和教育の中で、識者や研究者・現場から

は次のような課題も聞かれる。『戦争体験に基づく平和教育

に重きがおかれ、それ以前の琉球王国や古琉球の歴史文化

の中で脈々と受け継がれてきた平和概念とうまく繋がって

いない、歴史をもっと体系として学び知る必要がある』。こ

とに悲惨な地上戦を体験した沖縄においてはその膨大な資

料ゆえに、歴史文化や民俗の博物館と、戦争平和に関する博

物館は、それぞれが単体〝別のハコモノ〟となっているケ

ースが多く、おのおのの館の充実度とは裏腹に体系的な学

びの不足も指摘される。 

また、昨年問題となった西田参院議員の「ひめゆり」発言

について、県内のある高校で実施されたアンケートでは、

「国会議員による『ひめゆりの塔』を巡る発言が話題になっ

たことを知っているか？」という問いに対し、「まったくわ 

市 長 

教育長 
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  からない・あまり知らない」と答えた生徒が 79.8％にのぼ

ることが報道された。現場からは、「沖縄戦を過去のものと

せず、戦後の歴史も若い世代に落とし込む必要がある」との

声も上がっていた。当時の新聞取材に対し、ある大学生は、

「テレビや SNS で西田議員に関するニュースを見聞きした

ことはあったが、〝何が問題なのかわからなかった〟」と答

えている。戦後史や基地問題も含め、「学校で勉強したこと

だけでは西田議員の問題には気づけない」現状が、浮き彫り

になったケースともいえる。 

『教育基本法』第十四条（政治教育）には「良識ある公民

として必要な政治的教養は、教育上尊重されなければなら

ない」とうたわれているが、このことはまさに政治的教養の

育みの不足によって起きたほんの一例であり、ファクトチ

ェックを必要とする SNS 上でのデマ拡散や昨今の若者の政

治ばなれ、選挙への無関心にもつながっていくものである。 

これら社会を取り巻くさまざまな現状や博物館への時代

のニーズも鑑み、本市が整備すべき博物館の機能と役割に

ついて以下伺う 

① 『教育基本法』第一条（教育の目的）、第十二条（社会

教育）に基づく、本市の博物館に対する考え 

② 災害時の防災拠点にもなりうる博物館について 

③ 歴史文化平和発信拠点への転換について 

 

２ 

凛の会 

前里 輝明

議 員 

１．第２次南

城市総合計画 

について 

本市の最上位計画であり、市政運営の羅針盤である「第２次

南城市総合計画」は、現在、次期計画の策定を見据えた重要な

時期を迎えています。 

これまでの歩みを評価し、これからの本市の将来像を構築

していく観点から、以下について伺います。 

（１）改訂版の策定から一定期間が経過したが、計画の全体的

な進捗状況や達成状況など総括的な評価を伺います 

（２）前期計画からの見直しで改訂版から基本施策の具体的

な施策において、追加・変更している項目がありますが、進

捗状況、評価について伺います 

（３）全５つの基本方針の中で、目標値と現状の乖離が最も大

きい項目と要因について伺います 

（４）進捗が遅れている項目の今後の方針について伺います 

市 長 
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３ 

ゆまぢり会 

森山 悟 

議 員 

１．部活動地

域展開の取組

について 

教育現場においては、学校の働き方改革の推進に伴い、ま

た、急激な少子化が進む中でも将来にわたって子どもたちが、

スポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会

の確保・充実を図りながら部活動の意義を継承・発展を考えて

いかなくてはならない中で、スポーツ庁と文化庁が 2026年度

以降の地域移行の取り組みによる、最終とりまとめが決まり

ましたが以下について伺う。 

（１）本市は、令和８年度から13年度までの「改革実行期間」

をどのように位置づけているのか伺う 

（２）国は「できる限り前倒しでの実現が望ましい」としてい

るが、本市として前倒しでの取り組みについて伺う 

（３）「休日→平日」の段階的移行と、「平日・休日セット移

行」のどちらを基本方針にするのか伺う 

（４）地域クラブモデル実証の実施（休日の活動）の成果につ

いて伺う 

（５）本市におきましても市の職員が兼職として中学校部活

動の指導員配置、外部指導者派遣などの取組ができないか

伺う 

教育長 

２．酪農・畜産

振興について 

令和７年度に循環型農業機械（飼料用さとうきび専用収穫

機）の導入に付き、今後の畜産振興の発展を南城市としてどの

様に考えているのか以下について伺う。 

（１）今後飼料用さとうきびの畑の確保について伺う 

（２）飼料用さとうきびの本格的運用の見通し及び、畜産農家

の負担金について伺う 

（３）畜産振興の発展の為、ふん尿等の処理の問題についての

今後の取組について伺う 

市 長 

３．南城市市

内道路整備に

ついて 

（１）市道整備における現状と課題について伺う 

（２）市道整備予算確保に向けた取組について伺う 

（３）以下の信号機設置について伺う 

① 県道86号線の喜良原新里長作原線の交差する十字路に

ついて伺う 

② 県道 137号線市役所入り口について伺う 

③ 南城市佐敷・玉城ICについて伺う 

市 長 

４ 

会派ニライ・

カナイ 

普天間 真也 

議 員 

１．子どもた

ちの人材育成

について 

平成18年から始まり、市民の要望により、より児童生徒が

利用出来る様に何度も改善されながら運用されてきた「南城

市スポーツ・文化活動の県内外等派遣に関する補助金」につい

て以下伺う。 

（１）スポーツ文化活動派遣補助金の昨年度実績 

教育長 
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  （２）補助金制度へのさらなる要望や今後の改善点などはな

いか？ 

 

２．教育行政

について 

（１）令和２年度に大規模に整備し耐用年数を迎えることに

より、今年度行われるGIGA スクールタブレット更新につい

て以下伺う 

① これまで使用している中で故障や不具合のトラブルは 

② 管理運営上のトラブルは 

③ 第二期目の端末導入となるが、本市の教育行政にどの

ように活かしていくのか、端末の活用内容について伺う 

（２）児童生徒や若者が政治に関心を持つことは、若い世代が

将来まちづくりを担っていく上で重要だと考え以下伺う 

① 本市の主権者教育の取り組み状況について 

② 議会が学校に出向いて行う主権者教育への所見 

教育長 

３．公共施設

について 

市内に点在する老朽化が進む公共施設の再編集約は本市の

課題の一つに挙げられてきたが、いよいよ令和９年度には市

役所隣に「まちづくり交流拠点施設」が供用開始予定となって

いる。同施設の機能や運営、供用開始に伴う他の公共施設の今

後について以下伺う。 

（１）知念以外の分館はすべて中央図書館へ統廃合される認

識で良いか？  

（２）統廃合後の大里農村環境改善センターの跡地や佐敷、玉

城分館のスペースの活用方法 

（３）大里農村環境改善センターの様な程良いサイズのホー

ルと舞台設備がある施設が無くなるが市としてどのように

考えているか 

市 長 

 


